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1. 緒言 
 六方晶 M 型フェライト BaFe12O19は、高保磁力永久磁石材料とし

て用いられている。この BaFe12O19 とヒボナイトと呼ばれる

CaAl12O19の構造はよく似ている。 
しかし、ヒボナイトの Al を Fe で置換したという報告は、ほとん

どない 1)。Ca, Al, Fe という地殻に多く含まれている元素から M 型

フェライトのような磁気特性を示す材料を作製することは、資源戦

略の意味でも有用である。そこで本研究では CaAl12O19 の Al を Fe
で置換した材料を作製し、その磁気特性を調べた。 

図 1：CaAlxFe10-xO19-δ の X 線回折図

 
2. 実験方法 
出発原料に CaCO3, α-Fe2O3, Al2O3を用いて粉末冶金法により試料

を作製した。これらの粉末を目的の化学量論組成になるように秤量

し、湿式混合、仮焼成、乳鉢粉砕、遊星ボールミル粉砕を経て原料

粉を準備した。この原料粉を成型し、電気炉中で 5 時間本焼成して

試料を作製した。 
作製した試料の構造を粉末 X 線回折法により解析し、磁気特性

は振動試料型磁力計(VSM)を用いて測定した。 
 

3. 結果および考察 
図 1 は 1300˚C で本焼成した試料の X 線回折図を示す。Fe3+の

イオン半径が Al3+のイオン半径よりも大きいため、Fe3+イオンの

置換量に応じて、母物質の CaAl12O19 のピークよりも低角度側へ

ずれた。x=0, 1 ではヘマタイト相が主相となり、x≧2 ではヒボナ

イト相が主相となった。 
 図 2 は 1300˚C で本焼成した試料の飽和磁化と保磁力の組成

依存性を示す。保磁力の値は x=3 で最大となった。 
 図 3 は、1300˚C で本焼成した試料のキュリー温度の組成依存

性を示す。また、M 型フェライト BaFe12O19 のキュリー温度は

約 450˚C である 2)。Fe3+イオンが存在するところに Al3+イオンが

置換され、超交換相互作用が小さくなり、キュリー温度が低下

した可能性がある。 
 以上より、Fe 置換した CaAl12O19の作製に成功した。 
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